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2022 年度 第 4 回運営推進会議 

2022 年 11 月 14 日（月） 

地域密着型介護老人福祉施設 

越谷なごみの郷 

Ｃ館 多目的室 

 

運営推進会議の趣旨 

Ⅰ．運営推進会議の目的 

1.事業所運営の透明性の確保 

 2.サービスの質の確保 

 3.事業所による「囲い込み」の防止 

 4.地域との連携の確保 

 

Ⅱ．地域密着型サービスの役割 

① 本人本位の支援 

② 継続的な支援 

③ 地域で暮らし続けることの支援 

④ 地域との支えあい等を理念とする地域密着型サービスは、入居者・利用者のより良い暮らし

を着眼点に本人と地域との関係を断ち切らない支援 

 

 上記の役割を担うため、事業所と地域との良好な関係を築き、事業所が提供するサービスが、住

民ニーズに即した価値のある地域資源として機能していく必要がある。利用者がどのような暮らし

を望み、これからサービスを利用するかもしれない住民が何を期待しているのかを知らなければな

らない。 

 運営推進会議は、事業所と地域との関係をつなぐ一つの手段であり、地域密着型サービスを‘事

業所と地域住民とが一緒に育てていくことを目的に行っていく。 
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１．介護老人福祉施設 

【運営状況報告】 

● 介護老人福祉施設 9 月 11 日～11 月 13 日までの入居・退居状況 

入居者 退居者 在籍者 

1 名 1 名 29 名 

 

● 平均年齢と平均介護度  

平均年齢 平均介護度 

86 歳 4.07 

 ●人員体制  人員配置基準(2.5：1) 

入退職者・異動職員 地域密着型施設の職員数 現在夜勤可能職員数 

夜勤専従 

入職者＝0 名 

退職・異動者＝0 名 

 

21 名（前回比-1 名） 

常勤換算数：16.7 人 

配置基準 3：1 割合（2.27：1） 

 

夜勤可能職員数 11 名（5 回） 

夜勤専従 1 名（10 回～11 回） 

夜勤配置 2 人配置 

 

● 教育・研修等 

※ その他、今年度も法令に沿った研修を実施予定 

●活動状況・予定 

活動状況 

・新型コロナウイルス感染対策の為、活動は実施できず、命を守るケアについて、

改善活動計画書を活用し、計画の立案、実施、効果測定を行っている。 

 

ユニット会議

リーダー会議 

・ユニットフロア会議：新型コロナウイルス感染対策を行いつつ実施 

・ユニットリーダー会議：新型コロナウイルス感染対策を行いつつ実施 

研修 
・研修 

新型コロナウイルス感染対策を行いつつ実施 
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●事故その他・・・ 

①9 月 27 日（火）13 時 30 分頃 

発生状況 ：入浴準備のため、機械浴にて介助しオムツを外し 2 メートル程離れた、ごみ袋

に捨てに行っている際に、胃瘻管をご自身で抜去してしまう。 

再発防止策：タオルを腹部の上に置き胃瘻チューブを触らないようにする。隣のリフト浴に

て介助している職員に声掛けをして見守りを依頼する。 

 

②10月 4日（火）19時 50分頃 

発生状況：本来は使用していない薬ポーチの小さいスペースに袋の空いた薬を発見する。  

再発防止策：与薬ルールの徹底と指定の眠前薬以外は、遅番者がいる時間帯で服用し 2 名で

確認を行う。 

 

③10月 12日（水）17時 30分頃 

発生状況：廊下より、「バタン」との音がしたため、駆け付けると主が四つんばいのなって

いる状況を発見する。  

再発防止策：施設利用時は、杖ではなくシルバーカーを使用して頂く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．認知症対応型デイサービス 

● 7 月 13 日～9 月 11 日までのまでの状況 

新規利用者 契約終了者 在籍者 

2 名 3 名 13 名（男性 3 名・女性 10 名） 

 

※従来 DS とのフロア共有での営業を行っている。多くの利用者の中での活動となっているが、
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特に変化もなく落ち着いて過ごせているように伺える。 

調理活動が出来なくなっているが、その分広いホールを利用した歩行訓練や機能訓練体操など今

まで中々出来なかった事が行えてきている。 

新規の問い合わせや外部ケアマネジャーの見学などもあり、認知症対応型の特色をご紹介し新規

契約に繋げられるよう努めている。９月より、従来 DS 利用していた利用者さんの状態変化により、

認知症対応型への移行につながる事例があった。 

 

●平均年齢と平均介護度 

平均年齢 平均介護度 

86.3 歳 3.4 

 

●認知症高齢者日常生活自立度 

自立度 Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ М 

人数 ０ 1 2 3 4 ３ 0 

 

Ⅰ 「何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している状態」 

基本的には在宅で自立した生活が可能なレベルです。 

Ⅱ

ａ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭外で多少見られても、 

誰かが注意していれば自立できる状態」 

Ⅱ

ｂ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭内で見られるようになるが、

誰かが注意していれば自立できる状態」 

Ⅲ

ａ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが主に日中を中心に見られ、 

介護を必要とする状態」 

Ⅲ

ｂ 

判断基準「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが夜間にも見られる 

ようになり、介護を必要とする状態」 

Ⅳ 「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を 

必要とする状態」 

М 「著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする状態」 

 

 

 

 

●職員体制 

入職者・異動職員 退職者・異動職員 職員数 

入職者＝０名 

異動者＝０名 
     0 名 

5 名 

(管理者、兼務職員、運転職員含む) 
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●事故・苦情の発生状況 

種別 件数 事象 内 容 

    

    

2022 年度の目標 

事故防止や業務等の不具合を早期発見する視点を強化し課題等に気付き改善に取り組める 

（車両事故ゼロ、苦情ゼロ、介助中のマンツーマンの事故ゼロ） 

 

 

●教育・研修等 

活動状況 コロナ対策の為、従来型 DS での営業を行っている 

会議等 コロナ対策を行いつつ、正規職員・相談員間で行う 

朝礼での情報共有 

研修 

 

内部・外部の研修が決まり、各自随時受講していく。 

※ その他、今年度も法令に沿った研修を実施予定 

 

●ご家族からの声など 

 内 容 

 特になし 

 
  

 

 



地域密着型サービス運営推進会議の記録 

 

会議名称  ：2022年度 第4回運営推進会議 

事業所名  ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 

サービス種類 ：地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

        

会議開催日時 ：2022年11月14日（月） 10時00分 ～ 10時10分 

会議開催場所 ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 多目的室 

 

≪運営推進会議出席者≫ 

入居者      0名 

地域住民の代表      0名 

知見を有する者      0名 

地域包括支援センター職員      0名 

事業者       6名 

 

≪議 題≫ 

■ 運営推進会議構成員の紹介 

■ 2022年9月11日～2022年11月13日までの活動状況の報告 

 

≪活動状況の報告≫ 

○ 介護老人福祉施設における2022年9月11日～2022年11月13日 までの、 

利用状況活動内容等の報告(大澤) 

 

 

 

 

≪要望、助言、意見等≫ 

大澤にて、運営推進会議の趣旨の説明 

大澤にて、第4回運営会議推進会議録資料に沿って、報告 

 

参加者、説明に対し理解し了承する。 

 

≪資料等≫ 

○ 運営報告 

○ 2022年9月11日～2022年11月13日までの活動報告 

 

≪次回の会議≫ 

○ 次回議題  

・2022年11月14日～2023年1月15日までの活動、状況報告 

・運営等についての意見交換 

・地域密着型の主旨に基づいたサービス提供ができているかを基本に、地域活動 

を含め協議していく。 

○ 次回開催月日 2023年 1月 16日（月）  

○ 次回開催場所 地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 3Ｆ研修室 

 

 

 


